




























































































画 家 た ち の 一 世 紀 A Century of British 
Painters』の記述において，彼は，ラファエ
ル前派の直写主義とは，画を学ぶものにとっ
て通過点に過ぎないとしているからである。
　レッドグレイヴは，画家が画面構成を検討
しつつ創意を発揮することを前提としたうえ
で，別個の要素として自然細部の観察を主張
したのであるから，実質上，ラファエル前派
の目指す絵画とは違っていた。
３．デザインと自然研究
　1847年，レッドグレイヴは，官立デザイン
学校において植物学および植物画を担当する
講師に任用される。彼はデザイナーが自然を
直接観察して，それをモチーフにするよう指
導する。新しい装飾を生み出すためには，自
然が深く研究されるべきであった。50年代に
なると，レッドグレイヴのデザイン教育は，
装飾よりも先に有用性を考慮するよう提言し
たことによって，厚みを増す。製品の構造と
は，必然的に目的を示す。だから，装飾は構
造に従属するのだ，と彼は主張した。同校で
レッドグレイヴは，「自然主義」の名のもと
に行われている模写的な装飾表現を，それが
芸術の出発段階に位置づけられるがゆえに戒
め，抽象的な装飾デザインを推進した。
　自然の対象は，目には見えない真実，本質
的な事柄を表象する。それゆえデザインにお
いては，自然の営みに隠された普遍的な成長
の法則，幾何学的な規則性すなわち，シンメ
トリー・部分の一致・反復が見出されて視覚
化されるべきだ，とレッドグレイヴは論じる。
　彼の主眼点は，生徒が絵画とデザインの違
いを認識して，対象となる自然から美しく優
雅さをもつ諸質を選択し抽象化することに
あった。それは，デザイナーが植物個々の特
殊性を排除して，その全体的構造を優先する
ことを意味した。このようにレッドグレイヴ
は，可視世界からイメージを抽象しながら，
不可視の真実，すなわち自然の適合性を芸術
に表現しようとしたのであった。
おわりに
　レッドグレイヴの説話画とは，同時代に生
きる人々の人生に有る真実を可視化すること
を目的としていた。一方，彼の風景画とは，
構成された全体と観察された細部により立脚
する。そこに表される自然のイメージは，画
家の精神によって捨象される。デザインにお
いては，目には見えない自然の成長の規則性
が抽出された。
　再現的絵画を描いた活動前期と，後期の機
械生産を念頭に入れた抽象的デザインの推進
は，一見，繫がりがないように見える。だが
レッドグレイヴの絵画とデザインの実践は，
一貫した芸術活動であった。全体的構成への
意識は，デザイン理論に等しくみられたよう
に，彼の中に常に存在した芸術創造の土台で
あった。物事の奥に潜む本質的事柄を表現す
ることが，芸術家の使命であり続けた。そし
て次なる時，絵画とデザインを区別する合目
的性への注視が，彼のデザイン論を発展させ，
装飾の新しい抽象へと向かわせたのである。
